
 
                           

 

「なんだ 女か」から、六中で見た「虹」                                                                                             

校 長  佐伯 あつ子 

   「管理職（校長、副校長）に用がある」と、学校には様々な関係する方から電話がきます。 

副校長だった私が、電話に出た瞬間に「なんだ、女か！」と言われたのは去年までの５年間に３件。 

私はそのたびに「管理職が女性だと何か問題がありますか？」と聞きました。 

一人目の男性は「女は頭で物を考えられない。すぐに感情的になるから話にならない」と言いました。 

二人目は女性で、「女じゃ頼りにならない」と言いました。 

三人目の年配の男性は「女性は家のことをやるべきだから、管理職になったらダメだ」と言いました。 

私は三人それぞれに「それは偏見だし、人権侵害ですよ」と、できる限り穏やかな口調で言いました。 

「女はすぐに感情的になる」と言っていた最初の男性は「うるさいなー！だから女は嫌いなんだ！」と、

何をどう言っても感情的に激しい怒りをぶつけてくるばかりでした。 

次の女性は「そんなの知ってるよ。私だって差別されてきたんだ！」と、自分の経験を訴えてきました。 

最後の男性は「女性が育児や家事をやらないと、男が社会に出て困る。日本はそれでうまくやってき

たんだ」と、自分の信じる家族像を何とか私に納得させようとしていました。 

 

男女の格差について、世界でも日本の女性の地位が低いことが度々報道されます。身に染みている

人もいれば、すぐには実感のわかない人もいるかも知れません。でも、私の経験は現実です。 

この時の三人は、自分以外の人の存在（考えや気持ちなど）を理解しようとしない様子でした。もし 

かしたら、三人ともこれまでに何らかの悔しい思いや辛い経験をしてきて発した言葉なのかも知れませ

ん。しかし理由や立場がどうあれ、間違いなくその発言は差別・偏見です。そして差別や偏見は、残念な

がら性別に関わること以外にもたくさん存在します。 

私たち人間は、生まれる場所も肌の色も、性別も、顔や体の大きささえも自分では選ぶことはできま 

せん。期せずして障害を負うことだってあります。しかし、一人として同じ人間がいないからこそ、豊かで

尊い存在なのだと思います。そしてどのように生まれたとしても、そのせいで誰かに生き方を強いられる

ことはあってはなりません。どうしたらそれがあの三人のような大人に伝わるのか考えましたが、的確な

答えは見つかりません。しかし学校でなら、教育の力で、人権感覚・人権意識を育てることができます。 

 

一学期、大きな行事として体育大会がありました。体格や身体能力などを考慮しながら、スポーツで 

  自分の可能性に挑むことは素晴らしいことです。しかし今回の体育大会は、個々の能力に差があっても 

みんなで取り組める新しい体育大会を目指しました。そうして生徒が考えた体育大会のスローガンは、 

 「虹」 ～ 一人一人が活躍できるように、みんなのカラー（個性）を生かして力を合わせよう ～  

５月２０日の体育大会当日、縦割り種目の「大玉転がし」で、クラスカラーの４色の大玉が全校生徒

の頭上を舞いました。大玉の軌跡は生徒の弾けるような歓声と笑顔で色を帯び、私にはいくつもの虹 

に見えました。この体育大会を創り上げた生徒と教職員に、教育の力を感じた瞬間でした。 

令和５年７月７日（金） 
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     救命講習を受けました（３年） 

  ５月３０日（３年１・２組）と６月２日（３年３・４組） 

 消防署の方による救命講習がありました。緊急時 

 の初期対応から AED を使っての心肺蘇生まで、 

 ３時間のプログ 

ラムでしたが、 

生徒たちは真剣 

な表情でしっか 

りと取り組んで 

いました。 

 

                            

 

 

                                

                                           

 

 

 

 

 

 

 

◆バドミントン部                                                                  

   令和５年度調布・狛江・府中地区                

       バドミントン選手権大会（Dブロック出場） 

     女子団体３位 

     女子シングルス優勝  □□□□(3-2) 

     女子ダブルス  ５位  □□□□(3-２) 

□□□□(3-４)                 

  ◆アルティメット（外部の活動） 

   アルティメット U17日本代表として 

   「The World U17 Ultimate Summit 

                  （ベルギー・ヘント）出場 

     □□□□(2-3)   □□□□(2-4) 

 

校内通級教室 □□□□主任教諭が 8月から 

産休に入ります。産休代替の □□□□ 教諭が引

き継ぎ、担当します。よろしくお願いします。 

学校説明会 六中見学会 

６月２１日（水）小６保護者向け学校説明会 

６月２４日（土）校内通級教室説明会 

６月２８日（水）国領小・調和小 六中見学会 

説明会は、たくさんの保護者の方に来ていただ

きました。六中見学会は 

国領小と調和小の６年 

生が授業の様子を見学 

しました。元気な６年生、 

来年が楽しみです！ 

 

                     

７・８月の予定 

 

7月 3 日 （月） 安全指導

7 日 （金） ﾊﾛｰﾜｰｸ講演会（２年）　漢検

10 日 （月） 生徒会朝礼

11 日 （火） 避難訓練

14 日 （金） 進路説明会（３年）

保護者会（全）

19 日 （水） 大掃除　給食（終）

20 日 （木） 終業式

21 日 （金） 夏季休業日（始）

三者面談（全）

28 日 （金） 三者面談（終）

31 日 （月） 卒業生の集い（ｱﾙﾊﾞﾑ受渡）

8月 10 日 （木） 学校閉庁日（始）

17 日 （木） 学校閉庁日（終）

28 日 （月） 夏季休業日（終）

29 日 （火） 始業式

31 日 （木） 給食（始）

セーフティ教室を開催しました   

 ６月２６日（月）NTT ドコモの方と調布警察の方をお招きして、セーフティ 

教室を開催しました。第一部は NTT ドコモ スマホ・ケータイ安全教室と調 

布警察からのお話を、各教室オンラインで受けました。第二部は、保護者の 

方と NTT ドコモ、調布警察による質疑応答の時間を取りました。中でも、各 

家庭での携帯電話の利用に関するルール作りが話題になり、ドコモの方か 

らは、次のようなルール作りのポイントを教えていただきました。 

①具体的でわかりやすいルールにする。②ルールは押し付けず、話し合って 

決める。③守れなかったらどうするかを決めておく。④子どもの知識・能力に 

応じて時々見直す。⑤ルールについて話し合う機会をもつ。どうぞご参考に！ 

 

 

                                                               


